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Ｊ
‐
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
）
と
は
、
緊
急

地
震
速
報
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情

報
な
ど
、
対
処
に
時
間
的
余
裕

が
な
い
緊
急
事
態
に
、
国
（
総

務
省
消
防
庁
）
が
通
信
衛
星
を

用
い
て
、
そ
の
情
報
を
放
送
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
今
年
も
下
記
の
日
程
お
よ
び

内
容
で
Ｊ
‐
ア
ラ
ー
ト
の
試
験

放
送
に
よ
る
一
斉
訓
練
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
訓
練
は
２
回
実
施
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
日
に
町
内
の
40
箇

所
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
と
戸
別

受
信
機
か
ら
訓
練
用
の
試
験
放

送
が
流
れ
ま
す
。

　
緊
急
時
に
落
ち
着
い
て
行
動

す
る
に
は
日
頃
か
ら
の
心
が
け

や
訓
練
が
大
切
で
す
。
こ
の
機

会
に
一
度
は
、
自
主
的
な
訓
練

を
行
う
な
ど
、
ぜ
ひ
訓
練
放
送

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

〜
日
頃
の
訓
練
が
身
を
助
け
る
〜

　
Ｊ
‐
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
の

全
国
一
斉
放
送
に
よ
る
訓
練
を
実
施
し
ま
す

訓練日時 想　　定 放　送　内　容

11月５日㈬
10：00頃 震度５弱の地震

≪チャイム≫
　「ただいまから、試験放送を行います。」
≪緊急地震速報チャイム≫
　「緊急地震速報。
　　　大地震です。 大地震です。
　　　　これは訓練放送です。」×３回
　「これで訓練放送を終わります。」
≪チャイム≫

11月28日㈮
11：00頃

国民保護事案
(弾道ミサイル情報等)

≪チャイム≫
　「これは、テストです。」×３回
≪チャイム≫

放
送
内
容
が

　
　
聞
こ
え
に
く
い
場
合
は
…

　

820
‐
５
６
４
０
へ
電
話
を

お
掛
け
く
だ
さ
い
。
放
送
内
容

を
再
度
お
聞
き
に
な
れ
ま
す
。

（
放
送
終
了
後
24
時
間
以
降
は

自
動
消
去
さ
れ
ま
す
。
）

（
総
務
課
）

広
島
土
砂
災
害
関
連
の

広
島
国
税
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
こ
の
度
の
広
島
土
砂
災
害
で

被
害
を
受
け
た
人
ま
た
は
義
援

金
等
の
支
援
を
さ
れ
た
人
の
う

ち
、
次
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、

税
制
上
の
措
置
等
が
あ
り
ま
す
。

▼
被
害
を
受
け
た
人

・ 

災
害
で
住
宅
な
ど
に
損
害
を

受
け
た
人
は
、
①
所
得
税
等

の
軽
減
②
源
泉
所
得
税
等
の

徴
収
猶
予
お
よ
び
還
付
③
予

定
納
税
の
減
額
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・ 

災
害
で
申
告
等
が
期
限
ま
で

に
で
き
な
い
人
は
、
期
限
の

延
長
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

・ 

災
害
で
納
税
が
困
難
な
人
は
、

納
税
の
猶
予
を
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
支
援
を
し
た
人

・ 

個
人
に
よ
る
義
援
金
の
う
ち

一
定
の
も
の
は
、
寄
附
金
控

除
の
対
象
と
な
り
、
確
定
申

告
を
行
う
こ
と
で
所
得
税
等

の
軽
減
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

・ 

法
人
に
よ
る
義
援
金
、
被
災

し
た
取
引
先
に
対
す
る
災
害

見
舞
金
お
よ
び
自
社
製
品
等

の
提
供
に
か
か
っ
た
費
用
に

つ
い
て
、
損
金
額
に
算
入
で

き
ま
す
。

　　
な
お
、
義
援
金
の
支
出
に
関

す
る
税
法
上
の
措
置
に
つ
い
て

は
次
の
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
義
援
金
を
支
出
し
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
書
類
】

① 

広
島
市
災
害
本
部
や
義
援
金

配
分
委
員
会
等
が
発
行
す
る

受
領
証

②
募
金
団
体
の
預
か
り
証

③ 

金
融
機
関
等
で
支
払
っ
た
場

合
の
振
込
票
等
の
控
え
（
義

援
金
の
受
付
専
用
口
座
に
限

る
。
）

　
そ
の
他
、
手
続
方
法
の
詳
細

な
ど
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の

税
務
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

海
田
税
務
署

823
‐
２
１
３

１

（
税
務
課
）

申請はもうお済ですか

臨時福祉給付金および子育て世帯臨時特例給付金

申請期間を平成26年12月26日㈮までに延長しました。
※この期間を過ぎると申請ができません。まだの人は至急申請をお願いします。

▽夜間受付も行います
夜　間　受　付　日 受　付　時　間 受　付　場　所
①11月18日㈫
②12月18日㈭ 20：00まで 熊野町役場民生課

▽申請方法
　申請書など必要な書類を窓口へ提出または郵送してください。（※詳細は、ホームページでご確認
ください。）
▽お問い合わせ
　専用ダイヤル　 855‒１１９２ までお早めに。

（民生課）

続けよう
読書

「くまどくフォーラム」を開催します
とき：12月６日㈯　　　ところ：熊野町民会館ふでりんホール　【参加費：無料】
　　　９：30～12：00　　　　　　　　　　（主催　熊野町・熊野町教育委員会）
　平成24年度から開始した「うちどく」の推進事業。
　「１週間のうち２日、15分以上テレビ・携帯電話などの電源を切り、家族の誰かと本を読む」
　この習慣は、家族間コミュニケーションの深まりと「ことばの力」の向上をもたらします。
　昨年の参加総数は2,073人で、そのうち「うちどくノート」達成者は1,379人と実に66.4％以上の
子どもたちが、この２年間で数多くの本を読んでいる状況が伺え、「うちどく」は確実に熊野町
に根差してきています。今年の上半期は60.8％で昨年を上回る勢いです。
　この「うちどく」を熊野独自の「家庭読書事業」にするため、新しい名称の公募を行い681件の
応募の中から最も多かった「くまどく」（99件）を採用し、平成26年度からは「くまどく推進事
業」として新たにスタートしています。
　「くまどく」をさらに保護者を含む町民一般に広く周知し、今後ますます展開していくため、
フォーラムを開催します。

【プログラム】
・オープニング　熊野児童合唱団　群読と合唱
・くまどくの紹介
・絵手紙表彰
・絵手紙大賞作品の朗読　こぐま絵本の会
・講演　広島県教育委員会教育長　下﨑　邦明氏
　演題「家庭での読書のすすめ」
・取り組み発表

生涯学習課　 820-５６２１


